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HP   http://www.gopfr.org 

 
 

第 21 回ＲＩ囲碁大会 

3 年ぶりに韓国、台湾と対抗戦 

初のハンデ戦導入に韓国ひるまず圧倒する 

 

前列カップを手にする3クラス優勝者とクラブ対抗戦優勝クラブと共に。中央は日本、

韓国支部長、台湾団長と世話役。赤いタスキは塚本大会実行委員（日本棋院本院） 

http://www.gopfr.org/
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＜ ロータリー全国囲碁大会結果 ＞２０２３/０５/20 

 

上級者クラス（五段以上）                    中級者クラス（三段～四段） 

優勝      玄 哲泳七段（韓国・大邱囲碁）     優勝     李 明雨四段（韓国・大邱囲碁） 

準優勝    蕭 義修七段（台湾・桃園囲碁）     準優勝   尚 武均四段（韓国・大邱囲碁）            

3 位      金  河成五段（韓国・大邱囲碁）     3 位      李 銓基四段（韓国・大邱囲碁） 

4位      洪  永豪六段（台湾・桃園囲碁）     4位      畝本一行三段（広島城南） 

 

    初級者クラス（二段まで）                     クラブ対抗戦（２人以上） 

優勝      安本好勝 3級（川崎マリーン）        優勝     川崎マリーン RC 

準優勝   柳 貴鉉二段（韓国・東清州）        準優勝   広島城南 RC 

3位     趙 漢傑二段（韓国・大邱囲碁）       3位     豊橋ゴールデン RC 

4位     蔡 炎盛二段（台湾・桃園囲碁）  

 

初級優勝は安本3級（川崎マリーン） 
ＲＩ公認の親睦団体として2000年3月から毎春、日本、韓国、台湾の順で開催してき

た「ロータリー国際囲碁大会」はコロナにより2020年4月予定の台湾国際大会が中断。

ようやく今年の5月20日（土）に東京で「第21回ロータリー国際囲碁大会」を行うこと

になりました。 

当初は全国大会の予定でしたが、春の開催なので韓国、台湾、米国（ハワイ）の3支

部に参加の呼びかけをしたところ、台湾からすぐに10名の参加申し込みが届き、韓国

からも13名が参加の連絡を受けました。しかも、台湾は夫人とともに前夜祭、開会式

にエントリーしたいとの要望で、20人の中にベジタリアン1名がいるとのこと。 

いきなり、国際大会に模様替えする結果となり、日本棋院の会場は変更できないも
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のの、宿泊や前夜祭、大会の弁当の手配、名札とプログラムの準備、3クラスとクラブ

対抗戦の対戦表の作成、国際大会案内の周知などに追われることとなりました。なか

でも、理事の水野雅生二段を中心に会友の村田洋一、山田鋼両氏の東京銀座新RCのみ

なさんが奮闘され、何とか体裁を整えることができました。 

ルールは、塚本大会実行委員長（東京京浜）が持ち時間40分のデジタル計時制で日

本ルールに従うと決定して、韓国語と台湾語の説明文も用意することにしました。 

問題は強豪の韓国に対してハンデを認めてもらうことでした。第1回大会（2000年）

では、初級者クラスだけ2つのハンデをもらったことを覚えていますが、2回韓国大会

からはハンデなしが続いていました。しかし、韓国とは囲碁環境が大きく異なるため

韓国圧勝となっていただけに、今回の理事会で韓国と交渉することとなりました。 

3年ぶりの理事会のため協議事項が多く、これについては4ページの新藤支部長の理

事会報告をお読みください。GPFRはRI方針に反旗を掲げることにしました。この協議

の最後にハンデを認めるよう韓国に要望したところ、初級と中級者クラスは２つ、上

級者クラスは１つと決まりました。 

対局者のエントリー表を見ると、日本47人、韓国13人、台湾10人の計70人。 

台湾に韓国と同じ囲碁RCが昨年誕生して９人が桃園囲碁RCのメンバーで、うち1人は

プロ4段でした。韓国も大邱囲碁RC一行に院生七段というプロ並みの女性棋士も同行し

ており、「ロータリー囲碁チャンピオン」争奪の激しい戦いを予想しました。ただ

し、プロと院生は立ち合いということで了承しました。 

5月20日（土）午前9時30分より開会式。新藤支部長の開会宣言で点鐘。昨年2月逝去

された韓国支部長の李在允PDGへの黙祷のあと、柳貴鉉・韓国支部長、楊敏盛団長（游

長和支部長は療養欠席）が挨拶して、式典は10分中断しました。台湾の同伴のご婦人

方が別行動でツアーにでかけるため、急ぎロビーで海外組の記念撮影（上部の写真）

をすることにしました。笑い声に包まれて賑やかな空気に、日本棋院のスタッフも集

まり、急遽取材してもらいました。掲載されるといいのですが。 

囲碁大会は、今半の焼肉弁当で昼食休憩した以外は予定通り進行。4時30分に表彰式

を行い、5時30分に散会の挨拶、点鐘で終了しました。 

これまでの国際囲碁大会は、派手な前夜祭があり、同伴者のミニ旅行を企画して、

大会後はカラオケ宴会となっていました。急な国際大会となったため、今回は前夜祭

だけに留めて大会後は現地解散という形となりました。 

大会参加者全員で一堂に会して交流を深めることはGPFRの真の目的でもあり、寂し

い気がします。しかし、全国大会開催と案内を出しながら、一方的に国際大会に切り

替えたので、登録料の差額を再度請求するのはおこがましいことだと思い、前夜祭は

役員9人の出席に留めました。 

全国大会に比べて経費も重なりましたが、新藤支部長より埋め合わせのご寄付を頂

いたことをご報告いたします。        日本支部幹事 太田清文（東京） 



4 

 

次回の国際大会は来春に台湾 

親睦活動規定に独自の道を模索へ 

国際ロータリー囲碁同好会理事会報告  

2023.5.19. 於：市ヶ谷アルカディア 

参加者：(台湾側) 楊 敏盛 蔡 季堯 游 秀葉   韓国側 柳 貴鉉 趙 漢傑 

    (日本側) 新藤信之 永田博巳 太田清文 

＜議 題＞ 

（1）今後の国際囲碁同好会の存続について  

（2）今回の大会について 

大会前日、上記の内容で理事会（写真）を開催いたしました。(2)については、大会冒頭

で、支部長挨拶と競技委員長のルール説明で皆さんにお話ししたことが内容です。つまり今

大会が急遽両国の参加が決まり日本全国囲碁大会から国際大会へ変更したこと、そして主

な大会ルールとして、韓国参加者からハンデをいただくことの了解と、今大会はスイス方式

で持ち時間 40 分、判定は日本式によること、時間切れの際は競技委員長がすることを了解・

決定しました。 

 (1)については、最近の RI 理事

会決定と関連することです。ロー

タリー章典 42.010.2.にある、我々

同好会が親睦活動グループとし

て認められるには、「少なくも５

カ国を代表する、少なくも 25 名

のメンバーがいること」が認定基

準と改訂されました。更に

2.010.6.の中で、「ＲＩの方針に従

っていない場合、･･･同意の有無

にかかわらず、事務総長は、理事

会に代わって、親睦活動グループを終結できる」ことになりました。 

 この理事会決定について協議した結果、台湾・韓国両国の元ＲＩ会長を通じ、現理事会に

決定を撤回するよう抗議すること、我々の同好会がＲＩ理事会から正式に存続を認められ

ない場合は、ＲＩ理事会の決定を無視し、独自の同好会を継続することとしました。そして

次の国際大会を来春台湾主催で決行することを決定いたしました。 

以上、簡単ですが、理事会報告といたします。        

 PDG 新藤信之・日本支部長（東京立川こぶし） 
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カップを手にした玄七段は二度目の栄冠 

 

中級者韓国独占を阻んだ畝本三段（左端） 

 

初級優勝とクラブ対抗優勝の安本親子 

 

クラブ対抗戦で準優勝の広島城南（左）

右は豊橋ゴールデンの岡本、杉原両氏 

 

 

 

 

 

 

 

開会式で理事会報告する新藤支部長 

 

持ち時間40分で午前１局と午後３局 

前夜祭で夫人連れの台湾が韓国と交流 

 

左から柳韓国支部長、楊台湾団長、JUDY

台湾幹事、新藤日本支部長 
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 次回全国大会は10月21日(土) 
 

GPFR 日本支部は 2023 年 10 月 21 日（土）午前 10 時から東京・市ヶ谷の日本棋院

本院 1 階の対局室で「第 21 回ロータリー全国囲碁大会」を開催します。 

GPFR は日本、韓国、台湾の順で 2000 年 3 月よりコロナで中断した 2019 年まで毎

春、国際囲碁大会を開催。強豪韓国に対抗するために 2003 年に初の全国囲碁大会を開

き、以降毎秋に全国大会をおこなってきました。今年 5 月 20 日（土）には国際囲碁大

会を 3 年ぶりに復活しまして、今年の両大会とも「第 21 回大会」となりました。 

今回の全国囲碁大会も 3 クラス制、1 時間の早碁戦で、同クラブ上位２人の得点によ

るクラブ対抗戦も行います。 

3 クラスとも個人上位 4 位まで、またクラス対抗戦は上位 3 位までの RC に入賞楯を

用意しています。登録料は 7000 円（昼食代、賞品代等含む）。参加ご希望の方は同封の

「全国大会参加申込書」にご記入のうえ、下記の専用 FAX に送信してください。折り

返し「参加要領」と送金案内を返信しますので、FAX と携帯番号をお書きください。 

 

会費納入のお願いと全国大会のご案内 

ロータリアンの囲碁仲間を GPFR にお誘いください。新規入会のお申し込みは、ご本人

の地区、クラブ、氏名、年齢、級段位を明記して、下記の GPFR 日本支部宛に FAX（０３

－３４５２－１６５２）で送信をお願いいたします。年会費 2000 円。入会金はありません。 

 年会費は、同封の郵便振替用紙（口座番号 00100-0-427835 ロータリー囲碁同好会宛）

をご利用のうえ、「2023～24 年度会費」として６月末までに 2000 円をご送金ください。 

 また、５月 20 日（土）開催の全国大会参加ご希望の方は、上記の会費 2000 円と登録料

7000 円の計 9000 円を郵便振替口座あてにご送金ください。大会参加の申し込み締切日は

10 月 13 日（金）です。 

なお、振込み手数料はご負担ください。GPFR は皆様の会費で運営しておりますので、何

卒、会員の増強と会費の納入のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

GPFR の活動については 、HP(http://www.gopfr,org)をご覧ください。 

 

〒104-0031東京都中央区京橋 2-11-8全医協連会館1F 

2580 地区ガバナー事務所内  ロータリー囲碁同好会 

専用 FAX  03－3452－1652 

日本支部長 PDG 新藤信之 


